






Threshold Limit of Fluoride in Drinking Water 
Part 1 Fluoride concentration of drinking water in Omi village
TAKESHI KONDO KAORU KASAHARA HISAHIDE HIGUCHI
























































































































































































































年 測定回数 伊勢宮水源 末　端　水












53 18 0．84 0．62
54 27 0．88 0．66






源　水 末端水 源　水 末端水
1 0．81 0．59 0．81 0．74
2 0．83 0．65 0．79 0．75
3 0．84 0．70 0．93 0．79
4 0．91 0．63 0．88 0．75




7 0．84 0．57 0．87 0．60
8 0．86 0．54 0．84 0．62
9 0．83 0．66 0．87 0．60
10 0．79 0．70 0．83 0．66
11 0．85 0．72 0．96 0．59
12 0．84 0．68 1．03 0．59
平　均 0．84 0．62 0．88 0．66

















































































Nα 部落名 フッ素濃度（⑩） Nα 部落名 フツ素濃度（ppm）
1 坊平 0．03 11 麻 0．05
2 北山 0．06 12 桂 0．05
3 市野川 0．04 13 和合 0．05
4 野田沢 0．06 14 中芝 0．04
5 桑関 0．05 15 横辻 0．04
6 日 0．05 16 西ノ久保 0．06
7 丸山 0．05 17 西ノ久保 0．04
8 日向 0．05 18 横尾 0．06
9 高 0．04 19 女淵 0．21°
10 下田 0．04 20 市野川 0．06
平均 0．05
mixonの棄却検定により棄却 標準偏差 0．01
　配水途中から湧水を混入しているため配水地域
のフッ素濃度分布状況を調べてみた．配水地域は
11か所の部落にわけられるので，51年7月12～14
日の3日間に各々の部落で採水を行いフッ素濃度
を測定した．平均濃度は0．49ppm，標準偏差0．06
ppmでありRangeは0．17　ppmであった．
6．併用地域の井戸水中のフッ素濃度（表6）
　水道水を専用に使用している地域と水道水の外
に井戸水を併用している地域があった．そのため
併用地域の児童が使用している井戸水中のフッ素
濃度測定を行った．採水箇所は20か所であるが，
1か所はO．21　ppmであったが，他はO．1　ppm以下
であり平均濃度は0．05ppmであった．
考 察
1．伊勢宮水源のフッ素の由来について
　麻績村の斑状歯に関する調査は葦沢4）によって
詳細なされている．この中でフヅ素を含有する井
戸についての地質的考察を行っている．麻績地方
の地層は第三紀にあるのではなく，火山性の泉水
によるとしている．伊勢宮水源は葦沢が調査した
宮本地区に隣接した地域であることから，同一の
地層に由来するものと思われる．現在は使用され
ていないが，宮本の大潮の湯，坂井村の草湯の温
泉水にも高濃度のフッ素が（1～2ppm）含有さ
れていることからも，裏づけることができる。
2．伊勢宮水源のフッ素濃度の季節的変動につい
　て
　松田ら5）は，月間変動の著しい水源について，毎
日採水し28日間の変動を調査している．その結果
では，連日不規則な変動を示すことを明らかにし
ている．末端水のフッ素のもとになる伊勢宮水源
のフッ素濃度を月2回の測定では変動がみられな
かった．この理由としては1ppm以下の低濃度で
あったことが原因と推測される．
3．末端水中のフッ素濃度の変動について
　Dean等は6），斑状歯の発現と飲料水中フッ素濃
度の関係を検討する場合，飲料水中フッ素濃度の
変動と被験者の飲水歴をとくに重視している．そ
して同一水源での経時変動による濃度変化の例を
あげていることから，いずれも検診時に1回だけ
測定した濃度からは信頼できる結論を引き出すこ
とは不可能であろうとしている．
　このような結論に従って7年間にわたって末端
水の濃度を測定してきたが，ほぼ0．6ppmであっ
た．しかし濃度の変動は伊勢宮水源と頭無し水源
の混合比によるもので，頭無し水源の水量の減少
は伊勢宮水源の給水の増加に関係，従ってフッ素
濃度の上昇になってくる．
　地下水の揚水の場合は，湧水と比較して変動が
すくないが，湧水量は季節による変動が著しいの
で，定期的な測定が是非とも必要であろう．
4．併用地域の井戸水中のフッ素濃度について
　麻績村は既に葦沢が報告しているように斑状歯
の発現地域であるので，他にフッ素源があるのか
調査した．全部落で使用されている井戸水のフッ
素濃度を測定したが，1箇所を除いて低濃度であ
り，今後の斑状歯の調査には影響ないことを確認
松本歯学　14（2）1988
した．以上のように，井戸水を併用する場合が農
村では多いため使用されている井戸水のフッ素濃
度測定も欠くことはできない条件となる．
結 論
　1．伊勢宮水源のフッ素濃度は0．8～0．9ppmで
あり季節的変動はほとんどみられなかった．
　2．末端水は伊勢宮水源と頭無し水源を混合し
たものであり，0．6ppmで現在の水質基準のO．8
ppmより低かった．
　3．末端水のフッ素濃度は給水地区によっての
差はみられず，平均して給水されていた．
　4．給水併用地区で使用されている井戸水中の
フッ素濃度は0．05ppmであり，他のフッ素源には
ならないことを確認した．
　本研究の一部は昭和51～54年度の厚生省医療研究の
助成補助金及び昭和54年度文部省科学研究費補助金の
一般研究（D）によって行なわれた．調査の途中で逝去
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されました故葦沢悠先生に感謝し，御冥福を御祈りい
たします．
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